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現
代
の
わ
れ
わ
れ
は
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃
棄
社
会
の
な
か
で
、

日
常
生
活
を
過
ご
し
て
い
る
。
生
活
上
、
必
ず
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
肉
や
魚
、

豆
腐
な
ど
の
食
品
を
購
入
す
る
が
、
使
用
済
み
包
装
紙
、
ト
レ
イ
、
ジ
ュ
ー
ス
の

容
器
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
は
使
用
済
み
と
な
れ
ば
ご
み
と
し
て
処
分
す
る
の
が
一

般
的
で
あ
る
が
、
気
候
変
動
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。
環
境
に
負
荷
を
及
ぼ
す
ご

み
に
つ
い
て
追
っ
て
み
た
い
。

ご
み
収
集
業
務

　

坂
田
裕
輔
著
『
改
訂
版　

ご
み
の
環
境
経
済
学
』（
晃
洋
書
房
・
２
０
０
９
）
に
よ
れ

ば
、
ご
み
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
に
お
い
て
、
生
産
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な

財
の
終
着
点
で
あ
る
と
い
う
。
消
費
す
る
財
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
考
え
れ
ば
、

膨
大
な
化
石
燃
料
を
燃
や
し
つ
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
と
い
わ
れ
る
気

候
変
動
問
題
に
つ
な
が
っ
て
く
る
。
ま
た
、
貧
困
に
つ
い
て
い
え
ば
、
大
量
廃
棄

さ
れ
る
食
料
の
問
題
が
あ
る
。
食
料
の
大
部
分
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
か
ら
世
界
の

飢
餓
、
貧
困
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

田
中
勝
・
寄
本
勝
美
他
編
『
ご
み
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
丸
善
・
２
０
０
８
）
は
、
ご

み
問
題
を
総
合
的
に
捉
え
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
廃
棄
物
の
発
生
、
廃
棄
物
の

分
類
、
廃
棄
物
の
処
理
、
分
別
、
収
集
・
運
搬
、
焼
却
、
埋
め
立
て
、
廃
棄
物
計

画
、
市
民
参
加
、
廃
棄
物
処
理
に
お
け
る
法
体
系
と
な
っ
て
い
る
。

　

実
際
に
研
究
者
が
新
宿
東
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
て
、
清
掃
車
に
乗
っ
た
９
カ
月
間

の
清
掃
現
場
体
験
の
記
録
が
生
々
し
く
綴
ら
れ
て
い
る
書
が
あ
る
。

　

藤
井
誠
一
郎
著
『
ご
み
収
集
と
い
う
仕
事
』（
コ
モ
ン
ズ
・
２
０
１
８
）
で
は
、
２
０

１
６
年
６
月
13
日
、
７
時
40
分
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
７
時
50
分
マ
ン
シ
ョ
ン
に
設
置

さ
れ
た
ご
み
集
積
場
で
、
大
量
の
ご
み
が
入
っ
た
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
小
型
プ

レ
ス
車
の
回
転
盤
に
細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
入
れ
る
。
手
が
巻
き
込
ま
れ
る

と
取
り
返
し
が
つ
か
な
い
事
故
と
な
る
。
独
特
な
匂
い
が
し
て
く
る
。
次
の
集
積

場
は
車
に
は
乗
ら
ず
、
小
走
り
で
移
動
す
る
。
雨
が
降
り
し
き
る
な
か
次
か
ら
次

へ
と
集
積
場
を
移
動
す
る
。
大
量
の
ご
み
に
圧
倒
さ
れ
る
。
天
候
不
順
の
雨
、
雪
、

夏
の
炎
天
下
で
の
業
務
は
大
変
で
あ
る
。

　

ご
み
問
題
に
つ
い
て
、
広
瀬
立
成
著
『
物
理
学
者
は
ご
み
を
こ
う
見
る
』（
自
治
体

研
究
社
・
２
０
１
１
）、
松
藤
敏
彦
著
『
科
学
的
に
見
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
時
代
の
ご
み
問

題
』（
丸
善
出
版
・
２
０
１
９
）、
ゴ
ム
ド
リ
ｃ
ｏ
．・
文
／
韓
賢
東
・
絵
『
漫
画 

ゴ
ミ
の

島
の
サ
バ
イ
バ
ル
』（
朝
日
新
聞
出
版
・
２
０
２
０
）
を
挙
げ
る
。

ご
み
減
量
の
挑
戦

　

日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
、
家
具
や
自
転
車
な
ど
の
粗

大
ご
み
が
生
じ
て
く
る
。

　

服
部
美
佐
子
著
『
ご
み
減
量
―
全
国
自
治
体
の
挑
戦
』（
丸
善
・
２
０
１
１
）
に
よ

れ
ば
、
東
京
都
多
摩
市
で
は
２
０
０
８
年
に
有
料
指
定
袋
に
よ
る
ご
み
収
集
と
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
収
集
が
始
ま
っ
た
。
有
料
指
定
袋
の
売
り
上
げ

を
原
資
に
し
て
集
団
回
収
の
補
助
金
を
引
き
上
げ
た
。
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
に
奨
励

金
を
支
給
。
市
民
は
ト
レ
イ
、
紙
パ
ッ
ク
な
ど
を
店
頭
に
返
却
す
れ
ば
ご
み
袋
が

節
約
で
き
る
。
ご
み
を
減
ら
せ
ば
得
を
す
る
と
い
う
発
想
で
あ
る
。
買
い
物
つ
い

で
に
資
源
を
持
ち
込
む
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
た
愛
知
県
豊
田
市
、

生
ご
み
の
堆
肥
化
か
ら
リ
ユ
ー
ス
瓶
ま
で
取
り
組
む
「
環
境
モ
デ
ル
都
市
熊
本
県

水
俣
市
」、
40
％
の
世
帯
ま
で
浸
透
し
た
生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
の
香
川
県
善
通
寺

市
は
、
減
量
に
取
り
組
む
。

　

山
谷
修
作
著
『
ご
み
ゼ
ロ
へ
の
挑
戦
』（
丸
善
出
版
・
２
０
１
６
）、
同
著
『
ご
み
効

率
化
―
有
料
化
と
ご
み
処
理
経
費
削
減
』（
丸
善
出
版
・
２
０
１
４
）。
同
著
『
ご
み
減

量
政
策
―
自
治
体
ご
み
減
量
手
法
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』（
丸
善
出
版
・
２
０
２
０
）
に
よ

れ
ば
、
ご
み
収
集
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
と
し
て
、
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
ご
み
出

し
の
負
担
を
軽
減
で
き
る
戸
別
収
集
も
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
武
本
か
や
著
『
ゴ

古賀 邦雄
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プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

　
ご
み
問
題
を
考
え
る
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プラスチック・ごみ問題を考える37

ミ
は
会
社
を
救
う
！
』（
カ
ナ
リ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
２
０
１
６
）
は
環
境
と
会

社
に
よ
い
こ
と
を
し
て
儲
か
る
会
社
を
つ
く
る
方
法
を
教
え
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

　

イ
ン
フ
ォ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
研
究
所
著
『
14
歳
か
ら
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
環
境
問

題
』（
太
田
出
版
・
２
０
１
９
）
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
５
年
ま
で
に
つ
く
ら
れ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
世
界
で
83
億
ト
ン
。
そ
の
大
半
が
ご
み
と
し
て
埋
め
立
て
ら
れ
、
焼
却

さ
れ
、
わ
ず
か
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
が
、
天
然
素
材
と
違
っ
て
土
に
還
ら

な
い
こ
と
か
ら
自
然
環
境
の
悪
化
を
招
い
て
い
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、
川
か
ら

１
億
５
０
０
０
万
ト
ン
が
海
へ
流
れ
込
み
、
そ
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
年
間
８

０
０
万
ト
ン
が
新
た
に
海
に
入
り
、
海
を
汚
染
し
つ
づ
け
て
い
る
。
時
間
が
経
つ

に
つ
れ
劣
化
し
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
い
う
小
さ
な
粒
に
姿
を
変
え
、
ク

ジ
ラ
、
ウ
ミ
ガ
メ
な
ど
の
海
洋
生
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　

栗
岡
理
子
著
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
入
門
』（
緑
風
出
版
・
２
０
２
１
）
で
は
、
誤

食
に
よ
り
サ
ン
マ
の
腹
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
出
て
く
る
。
利
便
性
の
た
め
ス
ト
ロ

ー
や
口
紅
や
リ
ッ
プ
ク
リ
ー
ム
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制
度
を
設
け
、

脱
プ
ラ
生
活
と
し
て
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
）
を
強
く
提
言
す
る
。

　

古
澤
礼
太
・
宗
宮
弘
明
編『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
社
会
を
考
え
る
』（
中
部
大
学
・
２
０
２
０
）

で
那
須
民
江
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
長
所
と
短
所
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
長
所
と

し
て
、
食
品
貯
蔵
寿
命
の
延
長
、
重
量
軽
減
に
よ
る
輸
送
燃
料
の
削
減
に
よ
り
容

器
包
装
品
が
大
量
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
短
所
と
し
て
、
石
油
消
費
に

お
い
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
占
め
る
割
合
が
増
加
し
、
そ
の
生
産
は
地
球
温
暖
化
と

か
か
わ
り
、
さ
ら
に
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
に
も
つ
な
が
る
。

　

レ
イ
チ
ェ
ル
・
サ
ル
ト
著
『
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク　

デ
ー
タ
で
見
る
課
題
と
解
決

策
』（
日
経
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
・
２
０
２
１
）
の
内
容
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
科
学
、
自
然
破
壊
、
ス
ト
ロ
ー
は
い
り
ま
せ
ん
、
リ
ユ
ー
ス
と
リ
サ
イ
ク
ル
、

大
量
生
産
／
消
費
へ
の
決
別
、
汚
染
の
な
い
未
来
へ
、
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な

か
で
気
に
か
か
る
の
が
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
気
候
変
動
を
も
た
ら
す
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
を
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
あ
ら
ゆ
る
ポ
イ
ン
ト
で
排
出
し
て
い
る
点
。
２
０

１
５
年
だ
け
で
も
製
造
と
廃
棄
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２

が
17
億
ト
ン
出
て
い
る
と
い
う
。

地
球
温
暖
化
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

高
田
秀
重
監
修
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
現
実
と
未
来
へ
の
ア
イ
デ
ア
』（
東
京
書
籍
・

２
０
１
９
）、
ナ
タ
リ
ー
・
ゴ
ン
タ
ー
ル
、
エ
レ
ー
ヌ
・
サ
ン
ジ
エ
共
著
『
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
歩
む
―
そ
の
誕
生
か
ら
持
続
可
能
な
世
界
を
目
指
す
ま
で
』（
原
書
房
・
２

０
２
１
）、
シ
ャ
ン
タ
ル
・
プ
ラ
モ
ン
ド
ン
、
ジ
ェ
イ
・
シ
ン
ハ
共
著
『
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
・
フ
リ
ー
生
活
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
・
２
０
１
９
）
を
掲
げ
る
。

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
汚
染

　

磯
辺
篤
彦
著
『
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
の
真
実
』（
化
学
同
人
・
２
０
２
０
）

は
、
十
数
年
間
に
わ
た
っ
て
、
小
笠
原
諸
島
、
五
島
列
島
、
石
垣
島
、
佐
渡
島
な

ど
に
お
け
る
海
洋
漂
着
ご
み
（
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
、
ロ
ー
プ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
食
品
容

器
、
ブ
イ
、
ポ
リ
袋
）
を
根
気
よ
く
調
査
研
究
し
た
成
果
を
綴
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
何
が
問
題
か
と
問
う
。
ま
ず
景
観
汚
染
、
ウ
ミ
ガ
メ
・
海
鳥
の
誤
食
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
絡
ま
っ
た
ア
ザ
ラ
シ
や
オ
ッ
ト
セ
イ
の
死
、
汚
れ
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
付
着
し
た
添
加
物
が
溶
け
て
く
る
こ
と
。
安
く
て
大
量
に
捨
て
ら
れ
、

軽
く
て
、
世
界
中
の
海
を
汚
染
す
る
。
使
い
捨
て
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減
の
取

り
組
み
と
し
て
、
レ
ジ
袋
の
無
償
配
布
の
禁
止
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
食
器
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
カ
ッ
プ
や
ス
ト
ロ
ー
の
使
用
禁
止
が
進
ん
で
い
る
。

　

中
嶋
亮
太
著
『
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
』（
岩
波
書
店
・
２
０
１
９
）
は
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
減
ら
す
に
は
排
出
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
、

発
生
を
最
小
限
に
し
て
削
減
・
再
使
用
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
図
る
こ
と
と
提
言
す

る
。
グ
ン
タ
ー
・
パ
ウ
リ
、
マ
ル
コ
・
シ
メ
オ
ー
ニ
共
著
『
海
と
地
域
を
蘇
ら
せ

る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
「
革
命
」』（
日
経
Ｂ
Ｐ
・
２
０
２
０
）
は
、
ご
み
の
解
決
策
と
し
て

廃
棄
す
る
ご
み
を
活
用
す
る
。
ご
み
に
価
値
を
与
え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
を
終

わ
ら
せ
る
。
自
然
界
の
海
藻
の
活
用
を
提
案
す
る
。
重
化
学
工
業
通
信
社
・
石
油

化
学
新
報
編
集
部
編
『
海
洋
プ
ラ
ご
み
問
題
解
決
の
道
』（
重
化
学
工
業
通
信
社
・
２
０

１
９
）、
堅
達
京
子
＋
Ｎ
Ｈ
Ｋ 

Ｂ
Ｓ
１
ス
ペ
シ
ャ
ル
取
材
班
著
『
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

へ
の
挑
戦
』（
山
と
渓
谷
社
・
２
０
２
０
）
が
あ
る
。

廃
棄
物
処
理
に
お
け
る
法
体
系

　

環
境
政
策
の
基
本
理
念
と
し
て
「
環
境
基
本
法
」（
１
９
９
３
）
が
制
定
さ
れ
、

さ
ら
に
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
て
「
循
環
型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
」（
２
０

０
０
）
が
成
立
し
た
。
循
環
型
社
会
の
姿
を
、
①
廃
棄
物
等
の
発
生
抑
制
、
②
循

環
資
源
の
循
環
的
な
利
用
、
③
適
正
処
分
の
確
保
と
し
て
規
定
す
る
。
堀
口
昌

澄
著
『
廃
棄
物
処
理
法
虎
の
巻 

２
０
１
７
年
改
訂
版
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
・
２
０
１
７
）
は
、

廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
で
あ
っ
て
、
排
出
事
業
者
の
事
務

担
当
者
に
は
必
携
の
書
で
あ
る
。
同
著
『
廃
棄
物
処
理
法
の
あ
る
べ
き
姿
を
考

え
る
』（
環
境
新
聞
社
・
２
０
１
２
）。
１
９
９
１
年
の
資
源
有
効
利
用
促
進
法
制
定
に

よ
り
、
再
生
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
分
別
回
収
の
た
め
の
表
示
、
副
産
物
の
有

効
利
用
が
促
進
さ
れ
た
。
小
賀
野
晶
一
代
表
編
『
リ
サ
イ
ク
ル
の
法
と
実
例
』（
三

協
法
規
出
版
・
２
０
１
９
）、
信
山
社
編
集
部
編
『
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
』（
信
山

社
・
２
０
２
０
）
を
掲
げ
る
。

　

以
上
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ご
み
問
題
は
気
候
変
動
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の
環
境
活
動
家
、
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
は
「
動
物
の
絶
滅
や

森
林
伐
採
、
海
洋
の
汚
染
と
酸
性
化
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
わ
た
し
た
ち
の
生
活
ス

タ
イ
ル
が
も
た
ら
し
た
災
い
で
す
。
災
い
の
生
活
す
べ
て
を
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
し
よ
う
」

と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。


